
議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会だだだだだだだだだだよよよよよよよよよよ議会だよりりりりりりりりりりり
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずおおいずみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ

P２・６月定例会開催

P３・議案賛否一覧表

P４～・町政を問う　　　　　　　、請願　　 

P６～・第２回大泉町議会報告会

P８・政務活動費収支報告、編集後記

一 般 質 問
主
な
内
容

No.７３
2016.7.25

発行／大泉町議会

編集／議会広報

　　　編集委員会



おおいずみ議会だより　Ｈ28.7.25　Vol.73 (2) 

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２
８
８
８
万

円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
は
１
２
８
億
　
万
円
と

１２

な
り
ま
し
た
。
主
な
内
訳
は
次

の
と
お
り
で
す
。

［
歳

入
］

□
国
庫
支
出
金

１
２
３
８
万
円
減

　
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金

□
町
債

１
６
５
０
万
円
減

　
学
校
教
育
施
設
等
整
備
事
業

債　
以
上
、
い
ず
れ
も
北
中
学
校

校
舎
改
築
事
業
の
う
ち
、
太
陽

光
発
電
設
置
事
業
を
平
成
　
年
２７

度
繰
越
事
業
と
し
て
実
施
す
る

た
め
、
平
成
　
年
度
予
算
を
減

２８

額
し
ま
し
た
。

［
歳

出
］

□
基
金
積
立
金

３
２
４
５
万
円
減

　
歳
入
額
と
歳
出
額
と
の
調
整

を
計
る
た
め
財
政
調
整
基
金
等

積
立
金
を
減
額
し
ま
し
た
。

□
商
工
振
興
費

３
０
７
３
万
円

　
企
業
誘
致
事
業
の
新
規
事
業

所
設
置
に
伴
い
、
奨
励
金
を
増

額
し
ま
し
た
。

□
災
害
対
策
費

１
０
３
万
円

　
防
災
行
政
無
線
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
敷
設
作
業
等
委
託
料
を

追
加
し
ま
し
た
。

□
学
校
教
育
指
導
費

議会

だより

平
成
　
年
度
　
一
般
会

28

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
第
２
回
定
例
会
を
６
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
３
日
間
の
日

程
で
開
催
し
、
報
告
４
件
、
承
認
３
件
、
議
案
７
件
、
請
願
１
件
、
発

議
１
件
を
慎
重
審
議
し
、全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
に
は
、
３
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
｢
安
心
・

安
全
の
ま
ち
づ
く
り
、
地
方
創
生
の
推
進
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
、

福
祉
行
政
の
充
実
、
ス
ポ
ー
ツ
に
安
心
し
て
親
し
む
環
境
、
児
童
・

生
徒
の
健
全
育
成
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
｣
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
会
議
録
（
町
立
図
書
館
）、
ま
た
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
の
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

６
４
０
万
円

　
特
別
支
援
学
級
の
臨
時
補
助

教
員
の
勤
務
時
間
延
長
に
伴

い
、賃
金
・
社
会
保
険
料
を
増
額

し
ま
し
た
。

□
学
校
管
理
費

３
４
５
９
万
円
減

　
歳
入
と
同
様
に
、
北
中
学
校

校
舎
改
築
事
業
の
う
ち
太
陽
光

発
電
設
置
工
事
が
平
成
　
年
度

２７

繰
越
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る

の
で
校
舎
改
築
事
業
費
を
減
額

し
ま
し
た
。

□
教
育
委
員
会
委
員
（
任
命
）

　
大
塚
美
雪
氏（
新
任
）

□
公
平
委
員
会
委
員
（
選
任
）

　
青
木
和
延
氏（
再
選
）

□
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員（
選
任
）

　
川
島
正
一
氏（
再
選
）

　
森
利
惠
子
氏（
再
選
）

　
選
挙
の
結
果
、
次
の
方
々
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

□
邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合
議

会
議
員

　
都
丸
裕
史
議
員

□
太
田
市
外
三
町
広
域
清
掃
組

合
議
会
議
員

　
須
田
敏
彦
議
員

□
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
及

び
補
充
員

・
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員

　
木
塚
正
子
氏

　
飯
塚
清
司
氏

　
伊
藤
澄
子
氏

　
野
村
隆
利
氏

・
選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員

　
吉
澤
節
雄
氏

　
荒
田
幸
江
氏

　
阿
久
澤
勇
氏

　
川
島
美
江
子
氏

　
大
泉
町
消
防
団
第
２
分
団
第
１

部
配
備
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

老
朽
化
の
た
め
入
替
え
予
定
で
す
。

　
購
入
価
格
１
７
２
８
万
円

※
第
２
分
団
第
１
部
の
受
持
行

政
区
は
　
、　
、　
、　
、　
、

１０

１１

１２

２４

２５

　
、　
区
で
す
。

２６

２９

選
　
挙

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
購
入

人
事
案
件

６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６ 月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月 定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定 例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例定 例 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

北中学校新校舎　完成
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議会

だより

採

決

結

果

１４１３１２１１１０９８６５４３２１議 席 番 号

金

井

茂

夫

森
　

昌

彦

青

木
　

満

渡

邉
　

明

津

久

井
　

明
　

人

田

邉

信

雄

宮
　

永
　

万

里

子

淺

野

正

己

須

田

敏

彦

川

島

定

夫

都

丸

裕

史

金

谷

勝

美

河

内

初

光

議員名

議案名

全員／○○○○○○○○○○○○奨学金制度の充実を求める意見書第３号発
議

全員／○○○○○○○○○○○○
専決処分の承認を求めることについて（大泉町町税
条例の一部を改正する条例）

第２号

承
認 全員／○○○○○○○○○○○○

専決処分の承認を求めることについて（大泉町都市
計画税条例の一部を改正する条例）

第３号

全員／○○○○○○○○○○○○
専決処分の承認を求めることについて（大泉町国民
健康保険税条例の一部を改正する条例）

第４号

全員／○○○○○○○○○○○○教育委員会の委員の任命について第３９号

議
案

全員／○○○○○○○○○○○○公平委員会の委員の選任について第４０号

全員／○○○○○○○○○○○○固定資産評価審査委員会の委員の選任について第４１号

全員／○○○○○○○○○○○○固定資産評価審査委員会の委員の選任について第４２号

全員／○○○○○○○○○○○○財産（消防ポンプ自動車）の購入について第４３号

全員／○○○○○○○○○○○○
大泉町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費
用弁償に関する条例の一部を改正する条例について

第４４号

全員／○○○○○○○○○○○○
平成２８年度大泉町一般会計補正予算（第１号）に
ついて

第４５号

※「○」＝賛成（起立）、「●」＝反対、「―」＝欠席または不在

※議長は、採決に加わっていないため「／」で表示

※採決結果の「全員」「多数」は、可決成立（同意）を表す。「少数」は、否決不成立（不同意）を表す。

平成２８年第２回大泉町議会定例会

会議結果及び議案等関係賛否一覧表

６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６ 月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月 定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定 例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
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大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た

際
、
地
方
公
共
団
体
は
、
災
害

応
急
活
動
お
よ
び
災
害
か
ら
の

復
旧
・
復
興
の
主
体
と
し
て
重

要
な
役
割
を
担
う
一
方
、
災
害

時
で
あ
っ
て
も
継
続
し
て
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
通
常
業
務

を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

　
全
国
ど
こ
で
も
発
生
す
る
可

能
性
の
あ
る
大
規
模
災
害
に
対

応
す
る
た
め
に
は
各
自
治
体
に

お
い
て
、
大
規
模
な
災
害
発
生

時
に
あ
っ
て
も
、
業
務
が
適
切

に
継
続
で
き
る
体
制
を
あ
ら
か

じ
め
整
え
て
お
く
こ
と
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
規
模
災
害

に
対
応
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム

を
備
え
て
お
く
こ
と
は
、
町
民

の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守

る
上
で
大
変
有
効
な
手
段
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
本
町
に
お
い
て

こ
の
業
務
継
続
計
画
の
策
定
に

関
し
て
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

　
大
規
模
災
害
発
生
時
の
業
務

継
続
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年

度
計
画
策
定
に
着
手
し
、
各
部

局
へ
の
精
査
、
照
会
等
を
行
う

中
で
、
実
効
性
も
ふ
ま
え
計
画

策
定
に
取
り
組
み
、
で
き
る
限

り
早
い
段
階
で
お
示
し
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

災害時の行政機能の対策を

Ａ
　
今
年
度
、
計
画
策
定
に
着
手
し
ま
す

Ｑ
　
業
務
継
続
計
画
の
策
定
を

総
務
部
長

①
子
育
て
家
庭
の
強
い
要
望
で

あ
る
、
子
ど
も
の「
医
療
費
無

料
化
」
を
高
校
卒
業
、　

歳
１８

ま
で
拡
充
し
て
く
だ
さ
い

②
体
力
的
に
重
い
も
の
が
持
て

な
い
人
や
交
通
移
動
手
段
が

な
い
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る

人
た
ち
に
、
電
話
１
本
で
何

で
も
欲
し
い
も
の
が
宅
配
し

て
も
ら
え
る
シ
ス
テ
ム
を
ぜ

ひ
作
っ
て
く
だ
さ
い

③
「
手
話
言
語
条
例
」

の
制
定
は
ろ
う
者
と

そ
の
関
係
者
の
強
い

願
い
を
実
現
す
る
と

い
う
極
め
て
重
要
な

意
義
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
「
手
話
言
語
条

例
｣
を
制
定
し
て
く

だ
さ
い

①
近
い
将
来
、
入
院
も
通
院
も

実
施
す
る
よ
う
前
向
き
に
努

力
し
ま
す

②
先
進
地
ら
し
い
新
た
な
方
向

を
考
え
な
が
ら
、
高
齢
者
の

方
の
利
便
性
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す

③
条
例
に
関
し
ま
し
て
は
、

し
っ
か
り
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル

で
逆
算
し
た
中
で
、
早
め
に

取
り
組
み
「
手
話
言
語
条
例
」

は
必
ず
制
定
し
ま
す

早く宅配サービスをつくってほしい

Ａ
　
福
祉
は
バ
ッ
ク
ギ
ア
（
後
退
）
は
し
ま
せ
ん

Ｑ
　
子
育
て
・
高
齢
者
・
障
害
者
支
援
の
充
実
を

町
長

渡邉　明 議員

金谷勝美 議員

をを 問問 うう



(5) おおいずみ議会だより　Ｈ28.7.25　Vol.73

を町町 政政
　
本
町
で
は
数
多
く
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現

在
の
小
・
中
学
校
や
公
共
施
設

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
職
員
の
い
る
時
間

に
し
か
使
用
で
き
な
い
状
況
で

す
。
　
東
京
首
都
直
下
型
地
震
発
生

時
に
は
、
本
町
も
避
難
指
定
区

域
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
自
主

防
災
組
織
事
業
費
や
地
域
公
民

館
事
業
費
を
活
用
し
、
地
域
公

民
館
　
館
に
屋
外
型
Ａ
Ｅ
Ｄ
収

２２

納
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を
提
案
い

た
し
ま
す
。

　
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
学

校
や
公
共
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設

置
し
て
あ
っ
て
も
、
休
日
や
夜

間
な
ど
、
鍵
が
か
か
っ
て
い
れ

ば
使
う
事
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
緊
急
時
の
際
に
、
使
え
な
い

こ
と
が
な
い
様
に
今
後
も
考
え

て
い
き
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
地
域
公
民
館
に
屋
外

型
Ａ
Ｅ
Ｄ
ボ
ッ
ク
ス
設
置
の
提

案
は
、
予
算
も
か
か
り
ま
す
が

町
民
の
生
命
は
非
常
に
重
き
を

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
ま
す
。

　
調
査
研
究
を
し
た
中
で
、
設

置
の
方
向
で
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

Ａ
　
設
置
の
方
向
で
検
討
し
て
い
き
ま
す

Ｑ
　
屋
外
型
Ａ
Ｅ
Ｄ
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を

須田敏彦議員

町
長

すぐに使える体制を

　
請
願
や
陳
情
は
町
民
皆
さ
ん
の
要
望
を
町

政
な
ど
に
反
映
さ
せ
る
一
つ
の
方
法
で
、
憲

法
で
も
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
い
た
だ

い
た
１
件
の
請
願
に
つ
い
て
、
審
議
の
付
託

を
受
け
た
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　
審
査
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

みなさんからみなさんからのの請願請願ははこうなりましこうなりましたた

 請
願
第
１
号
 

奨
学
金
制
度
の
充
実
を
国
に
求
め
る
請
願

（
理
由
）
要
望
内
容
妥
当
と
認
め
る

【
請
願
者
】

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
　
群
馬
県
連
合
会

館
林
地
域
協
議
会

議
　
長
　
山

崎

晴

樹

　（
一
社
）
群
馬
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

　
理
事
長
　
北

川

秀

一

採採
　
択択
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□
年
金
生
活
者
等
臨
時
福
祉
給

付
金
事
業

（
給
付
金
対
象
者
）

・
平
成
　
年
度
住
民
税
が
課
税

２７

さ
れ
て
い
な
い
人

・
平
成
　
年
度
中
に
　
歳
以
上

２８

６５

に
な
る
人

・
平
成
　
年
１
月
１
日
時
点
で

２７

住
民
票
が
あ
る
人

□
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
施
設

整
備
補
助
事
業

・
吉
田
南
町
営
住
宅
跡
地
に
建

設
（
予
定
）

・
平
成
　
年
８
月
に
着
工
予
定

２８

・
平
成
　
年
度
内
に
完
成
予
定

２８

・
ベ
ッ
ド
数
（
　
床
）

７０

□
町
営
住
宅
施
設
改
修
工
事

・
長
沼
町
営
住
宅
手
す
り
設
置

工
事

・
Ａ
棟
か
ら
Ｎ
棟
ま
で
全
棟
に

設
置
（
　
箇
所
）

４２

□
産
業
立
地
振
興
奨
励
金
交
付

事
業

・
事
業
所
設
置
奨
励
金

・
新
規
雇
用
奨
励
金

・
女
性
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
奨
励
金

□
保
育
園
等
整
備
交
付
金
補
助

事
業

・
待
機
児
童
０
を
め
ざ
し
て

・
待
機
児
童
０
を
維
持
す
る
た

め
・
エ
ン
ゼ
ル
保
育
園
（
　
名
）

２０

え
の
き
こ
ど
も
園
（
　
名
）

１０

※
０
歳
児
か
ら
の
受
け
入
れ
に

拡
充
さ
れ
、
平
成
　
年
度
よ
り

２９

受
け
入
れ
予
定
で
す
。

□
西
小
泉
駅
前
公
衆
ト
イ
レ
改

築
事
業

・
西
小
泉
駅
の
改
築
工
事
を
行

い
ま
す
（
鉄
道
会
社
）

・
駅
前
公
衆
ト
イ
レ
は
町
の
施

設
で
す
の
で
改
築
工
事
の
た

め
、
設
計
を
行
い
ま
す

・
駅
前
に
約
２
０
０
台
の
駐
輪

場
を
設
置
し
ま
し
た

□
行
財
政
の
管
理
・
運
営
に
つ

い
て

・
税
の
収
納
率
の
向
上

・
町
有
財
産
の
管
理
運
営

・
国
・
県
の
補
助
金
の
活
用
　

・
各
種
基
金
の
管
理

□
防
災
・
防
犯
・
交
通
に
つ
い

て
・
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム

・
自
主
防
災
会
活
動
補
助
金

・
消
防
ポ
ン
プ
車
購
入

・
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
支
援

・
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

□
町
政
の
総
合
企
画
に
つ
い
て

・
第
５
次
総
合
計
画
に
つ
い
て

・
総
合
戦
略
と
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
・
町
発
足
　
周
年
記
念
事
業

６０

□
国
際
政
策
と
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

・
外
国
人
と
の
多
文
化
共
生
の

ま
ち
づ
く
り

・
男
女
協
働
参
画
社
会
の
推
進

・
人
材
バ
ン
ク
事
業

□
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

・
学
校
施
設
耐
震
化
対
策

・
お
お
い
ず
み
教
育
大
綱
の
推

進
・
学
力
向
上
と
い
じ
め
防
止
対

策
・
給
食
の
補
助
金
制
度
の
拡
充

□
生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て

・
公
民
館
活
動
の
充
実
と
施
設

整
備

・
図
書
館
の
さ
ら
な
る
充
実

・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
の
推
進

・
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
早
期

実
現
調
査

町議会報告会

民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文
教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常
任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員

民
生
文
教
常
任
委
員
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総
務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務
都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常
任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委

総
務
都
市
常
任
委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

議会

だより

議会報告会の様子

り、大泉町公民館ホールにおいて開かれた議会

し上げます。報告内容は、次のとおりです。

渡邉委員長

須田委員長
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第２回大泉

議会

だより

【
主
な
質
疑
】

自
主
防
災
活
動
補
助
金
（
宿

泊
体
験
型
）
の
内
容
と
、

２
ヶ
所
の
防
災
会
が
合
同
で
行

う
こ
と
は
可
能
か
お
伺
い
し
ま

す
。
ま
た
、
参
加
人
数
は
何
人
以

上
必
要
で
す
か
。

宿
泊
体
験
型
の
避
難
訓
練

が
対
象
で
、
１
防
災
会
あ

た
り
５
万
円
の
補
助
額
で
す
。

　
合
同
で
行
う
こ
と
も
可
能
で

す
。
防
災
訓
練
を
行
う
場
合
、

事
前
に
安
全
安
心
課
と
協
議
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
人
数
に
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

学
校
給
食
の
補
助
金
制
度

の
拡
充
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

小
学
生
一
人
あ
た
り
、
３
８

３
０
円
／
月
で
す
。
年
間
補

助
額
は
、
６
８
４
０
円
で
す
。

　
中
学
生
一
人
あ
た
り
、
４
３

７
０
円
／
月
で
す
。
年
間
補
助

額
は
、
７
８
０
０
円
で
す
。

西
小
泉
駅
前
公
衆
ト
イ
レ

と
駐
輪
場
の
管
理
は
、
誰

が
行
っ
て
い
ま
す
か
。

公
衆
ト
イ
レ
と
駐
輪
場

は
、
町
の
施
設
で
す
。
管

理
は
、
都
市
建
設
部
が
担
当
し

て
い
ま
す
。

□
議
会
基
本
条
例
の
運
用
の
考

え
方
に
つ
い
て

　
　
現
在
、
地
方
分
権
が
進
展

し
地
方
自
治
体
の
自
己
責
任

と
自
己
決
定
の
範
囲
が
拡
大

し
、
意
思
の
決
定
機
関
、
行

政
の
監
視
機
関
と
し
て
議
会

の
役
割
と
責
任
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
重
要
な
も
の
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　
　
二
元
代
表
制
の
も
と
、
町

民
の
代
表
機
関
と
し
て
地
方

自
治
体
の
本
旨
に
従
い
、
町

民
本
位
の
町
政
を
実
現
す
る

責
任
が
あ
り
ま
す
。

□
開
か
れ
た
議
会
に
つ
い
て

　
　
議
会
報
告
会
や
意
見
交
換

会
な
ど
、
議
会
が
町
民
に
説

明
す
る
場
を
重
ね
、
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
議
会
報
告
会
は
、
創
意
工

夫
を
重
ね
、
町
民
の
関
心
が

高
ま
る
よ
う
テ
ー
マ
や
運

営
、
町
民
の
意
見
を
政
策
に

反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

□
平
成
　
年
４
月
１
日
よ
り
群

２８

馬
東
部
水
道
事
業
が
開
始

□
水
道
窓
口
業
務
に
つ
い
て

（
庁
舎
内
に
大
泉
町
営
業
所

を
設
置
）

・
水
道
料
金
支
払
い

・
各
種
相
談
業
務

□
支
払
い
方
法

・
口
座
振
替

・
３
市
５
町
の
指
定
金
融
機
関

・
納
付
書
に
よ
る
支
払
い

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド（
新
規
）

□
納
入
期
限

・
検
針
月
の
翌
月
　
日
２０

□
水
道
料
金

・
現
行
ど
お
り

※
３
年
後
を
め
ど
に
、
審
議
会

を
設
置
し
協
議
を
行
い
ま
す
。

□
廃
棄
物
処
理
事
業

・
太
田
市
外
三
町
の
清
掃
セ
ン

タ
ー
運
営
に
つ
い
て

・
平
成
　
年
４
月
１
日
か
ら
稼

３３

動
予
定

議
会
改
革
特
別
委
員
会

ＱA

広
域
事
業
調
査
特
別
委
員
会

議
会
報
告
会
・
質
疑
・
応
答

Ｑ

AＱA【
議
会
に
対
す
る
意
見
】

・
各
議
員
の
自
己
研
鑽
と
何

を
や
っ
て
い
る
か
紹
介
し

て
も
ら
い
た
か
っ
た

・
議
員
は
質
問
す
る
側
で
す

が
、
質
問
さ
れ
る
側
に
な

る
の
は
良
い
経
験
で
あ
り

継
続
し
て
ほ
し
い

・
要
望
が
多
か
っ
た
、
気
軽

に
話
せ
る
場
が
ほ
し
い

・
議
員
の
知
識
向
上
の
話
が

あ
っ
た
が
具
体
的
な
研
修

習
得
を
実
施
し
て
い
る
の

か
聞
き
た
か
っ
た

・
会
場
を
変
え
て
報
告
会
を

実
施
し
て
ほ
し
い

・
議
会
内
で
、
し
っ
か
り
議

論
し
て
頂
き
た
い

【
議
会
報
告
の
内
容
に
つ
い
て
】

８５％５９評価する

１４％１０どちらとも言えない

１％１評価しない

７０計

評価する
85％
評価する
85％

どちらとも言えない
14％

どちらとも言えない
14％

評価しない
１％

評価しない
１％

議会運営委員会

田辺委員長、宮永副委員長

金井実行委員長

青木委員長

河内委員長

　平成２８年５月２３日（月）午後６時３０分よ

をめざして第２回議会報告会を開催しました。

　たくさんの参加をいただき、心より感謝申
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暑
さ
が
日
ご
と
に
増
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

　
今
の
季
節
は
熱
中
症
に
な
り
や

す
い
で
す
。
水
分
を
こ
ま
め
に

と
っ
た
り
、
な
る
べ
く
長
時
間
日

差
し
の
出
て
い
る
と
こ
ろ
に
い
な

い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
熱
中
症
に

な
ら
な
い
よ
う
に
十
分
気
を
つ
け

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
町
で
は
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
な
ど
に
熱
中
症
計
の
貸
与
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。（
無
料
）

　
今
回
は
６
月
定
例
会
お
よ
び
５

月
に
開
催
し
ま
し
た
議
会
報
告
会

に
つ
い
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
も
開
か
れ
た
議
会

に
成
る
べ
く
、
切
磋
琢
磨
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
町
民
皆
さ
ま
の

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
都

丸

裕

史

編

集

後

記

■
議
会
だ
よ
り
文
責

議
長
　
　
　
金

井

茂

夫

【
編
集
委
員
】

　
委

員

長
　
青

木
　

満

副
委
員
長
　
川

島

定

夫

委
員
　
宮
永
万
里
子

委
員
　
河

内

初

光

委
員
　
金

谷

勝

美

委
員
　
都

丸

裕

史

委
員
　
須

田

敏

彦

問い合わせ　緯６３－３１１１　内線４１２

次回の定例会予定

議会だより・会議録がホームページで見られます。

http://www.town.oizumi.gunma.jp/

９月１日（木） 午前１０時～

お 知 ら せ

 傍聴  手続き簡単。

４階で住所と名前を書くだけです。

議会

だより

平成２７年度　政務活動費収支報告

主な支出内容

収支

差引額

（返還額）

支　出　項　目

交付額氏    名
議
席

支出計
⑨事務費

 ( )は備品分
⑧事務所費⑦資料購入費②研修費①調査研究費

②セミナー参加旅費･受講代⑦新聞購読料0 157,49536,420121,075150,000河 内 初 光1

②セミナー参加旅費･受講代⑦新聞購読料、書籍

購入代⑨事務用品購入代（トナーほか）、名刺印

刷代

0 154,72131,12632,52091,075150,000金 谷 勝 美2

②セミナー参加旅費･受講代⑨研修手配会社手数料0 151,0752,942148,133150,000都 丸 裕 史3

①視察研修（外国人集住都市会議はままつ2015(静

岡県浜松市)：多文化共生社会の実現に向けて）②

セミナー参加旅費･受講代⑨インターネット使用

料、事務用品購入代（パソコン用増設メモリほか）

0 160,51931,67572,33056,514150,000川 島 定 夫4

②セミナー参加旅費･受講代等⑨事務用品購入代

（メモリーカードほか）
0 153,11228,257124,855150,000須 田 敏 彦5

①視察研修（外国人集住都市会議はままつ2015(

静岡県浜松市)：多文化共生社会の実現に向けて）

②セミナー参加旅費･受講代⑦新聞購読料⑨事務

用品購入代（プリンタインク代）

0 181,4965,66046,99272,33056,514150,000淺 野 正 己6

①視察研修（外国人集住都市会議はままつ2015(

静岡県浜松市)：多文化共生社会の実現に向けて）

⑦書籍購入代⑨デスクスタンド、事務用机、デス

クワゴン、事務用品購入代（プリンタインクほか）

1,933 148,067
89,238
(41,586)

2,31556,514150,000宮永　万里子8

①視察研修（外国人集住都市会議はままつ2015(

静岡県浜松市)：多文化共生社会の実現に向けて）

⑦新聞購読料、書籍購入代⑨携帯電話使用料、事

務用品購入代（コピートナーほか）

0 150,52751,57142,44256,514150,000田 邉 信 雄9

②セミナー参加旅費･受講代⑦新聞購読料⑨事務

用品購入代（インクトナー）
0 153,6598,80022,644122,215150,000津久井　明人10

①視察研修（外国人集住都市会議はままつ2015(

静岡県浜松市)：多文化共生社会の実現に向けて）

②セミナー参加旅費･受講代⑦書籍購入代⑨事務

用品購入代（インクトナーほか）

0 206,83951,95626,03972,33056,514150,000渡 邉　 明11

②セミナー参加旅費･受講代⑦書籍購入代、新聞購

読料⑨事務用品購入代（インクカートリッジほか）
0 152,10720,963121,7049,440150,000青 木　 満12

②セミナー参加旅費･受講代⑦書籍購入代、新聞

購読料⑨事務用品購入代（プリンタインクほか）、

ICレコーダー購入代

0 162,098
27,919
(12,744)

43,10491,075150,000森　 昌 彦13

②セミナー参加旅費･受講代⑦書籍購入代、新聞

購読料⑨インターネット使用料、事務用品購入代

（プリンタインクほか）

0 159,08052,02097,6209,440150,000金 井 茂 夫14

1,933 2,090,795
402,127
(54,330)

0471,800934,298282,5701,950,000

※収支差し引き額については、支出合計が交付額を超えている場合は「０」と表記
※③広報・広聴費④要請陳情等活動費⑤会議費⑥資料作成費については、未使用のため省略

（単位：円）


